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であったことは明らかである。
『宴曲全集』の本文校訂の作業は野村八良が行ったのであって、吉田東伍は編者として巻末の「宴曲とは何ぞ」および「宴曲譜本の解題」を執筆しただけではないか、という指摘である
（６）
。このような理解を生んだ背
景には、吉田東伍が『宴曲全集』出版のために果たした具体的な役割が不明であっ ことがあると考えられる。
しかし、吉田は 出版のために、宴曲本文校訂に多大の労力
を注いでいる。新潟市の吉田文庫には、吉田の宴曲本文校訂作業を跡づける資料が伝存するからである。
吉田文庫は、新潟市秋葉区大鹿の吉田家に創設され、吉田東伍ゆかりの
資料を大量に所蔵している。近年、早稲田大学教授竹本幹夫が中心となって、その資料調査に取り組んでいる
（７）
。筆者は、二〇一八年九月六日
（木）に、氏の吉田文庫調査 同道する機会を得た。その結果、吉田東伍が『宴曲十七帖』および『宴曲全集』公刊 ために必要な宴曲伝本の影写本を作成し、他の伝本と対校した具体的な作業 跡 辿ることができた。とりわけ注目すべきは、安田文庫本全冊の書写本と、 『宴曲十七帖 （活字本）への詳細な書き入れである（いずれも吉田の自筆） 。この二点は、未紹介であることに加えて、 『宴曲全集』公刊 向けて吉田が果たした具体的な役割を示すものである。
本稿では、吉田文庫に伝えられた宴曲関連資料を手がかりとして、
東伍の宴曲本文校訂 軌跡を辿
二、 『宴曲十七帖』校訂本文への不満『宴曲十七帖』の刊行時から、編者（吉田・野村）は校訂本文に不満を
抱いていた。巻頭に掲げた「宴曲十七帖校訂訓註例」には、以下のよう明記している。
続類従本は善本にあらず。錯簡あり、誤脱ありて、到底その儘には用をなさざる也。然れども、今他に之れに勝るべき首尾整頓せる刊本を得ず。故に其東京帝国大学所蔵の修史局本と図書館本を以て底本とし、之に左の諸書を対校す。
底本として用いた続群書類従本に錯簡・誤脱があることは十分に承知し
ているが、一七帖揃った善本がないため仕方なく続群書類従を底本とし、他の伝本と対校した、と述べている。国文学の研究上、宴曲が重要な分野であると考えた両氏は、その全貌を世に示すために『宴曲十七帖』を公刊したと考えられる。「宴曲十七帖校訂訓註例」に基づき、本文校訂のために用いた対校伝本の状況を次頁に表１として示 。表１からは、内閣本（ 『宴曲抜萃』 ）所収の「秋」 「心」 「年中行事」を除き、 「宴曲集」の対校本がなかったことがわかる。表１は、吉田たち 「首尾整頓せる刊 」を かに望んでいたかを示している。今回の吉田文庫での調査の結果、 吉田東伍が校訂本文作成に必要な宴曲
伝本の影写本を手元に置いていたことがわかった。吉田文庫には、表に示したとおり榲邨本を除く宴曲伝本の影写 もしくはガラスネガが伝わっている。以下に具体的に説明する。
京都本は、京都府立図書館（現「京都府立京都学・歴彩館」 ）蔵「宴曲
抄」上を指す 応永二年（一三九五）の坂阿施譜奥書を有 ている。吉田文庫の影写本は明治四五年（一九一二）の四月以前に作成したものであと考えられている
（８）
。
内閣本は、外題に『宴曲抜萃』とあるもので、 「宴曲集」巻一所収の
「秋」をはじめとする九曲の抜書本である。永享八年（一四七六）口阿の加証奥書を有しているが、内閣 は江戸期の転写本であり 原本は阪本龍門文庫が所蔵している。吉田文庫 影写 には、巻末に「明治亥年十二月依内閣文庫本謄写旧題宴曲抜粋」とある。神田祐子は、 治亥年を明治四四年（一九一一）と推定しており、筆者もそれ 従いたい
（９）
。
阿波本は、阿波国文庫旧蔵で徳島県立徳島中学校が所蔵していた
（１０）
。
吉田は、当時の徳島中学校長の三根円次郎に影写 作成 依頼し、明治四五年（一九一二）年 月以前に三根から を受け取って 吉田文庫には、 同年 月二〇日付の三根から吉田に宛てた筆耕料督促の手紙が残っており、 その内容から推測する 明治四四年の早 時期に 吉 の手元に影写本が届いていたものと考えられる
（１１）
。
前田本は、現在、前田育徳会尊経閣文庫が所 する「宴曲抄」下（伝連
歌師広幢本）にあたる。吉田文庫には、全冊のガラスネガ 存する このガラスネガは、明治四三年（一九一〇）六 に早稲田大学図書館 おいて
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一、はじめに宴曲（早歌）は、一三世紀後半から一四世紀初頭にかけて明空によって
集大成され、 室町時代末まで約二百年にわたって武士を中心に広く愛唱された歌謡である
（１）
。宴曲（早歌）に関する記録が頻出するのは一五世紀
であり、武家や貴族の享受の諸相を知ることができる。世阿弥（一三六三～一四四三）伝書にも宴曲（早歌）に関する記述が見えるだけでなく、世阿弥自筆本《柏崎》には 主人公 夫が「早歌の上手」であったという描写もある。こ によって、世阿弥が同時代 盛行していた芸能としての宴曲（早歌）に注目していたことが窺える。しかし、宴曲は一六世紀中頃には謡われることも少なくなり、やがて途絶した。江戸時代に 、大名家を中心として宴曲写本が作成される もあったが、 芸能としての宴曲は忘れ去られたものとなった
（２）
。
近代になって、宴曲研究の中心的存在となったのが、吉田東伍（一八六
四～一九一八）と野村八良（ 八八一～一九六六）であ
（３）
。両氏は、
大正元年（ 九一二）九月に国書刊行会叢書の一冊として共編で『宴曲十七帖』を公刊した。 『宴曲十七帖』とは、 「宴曲集」から「玉林苑」に至一六帖に、 「撰要目録巻」を加えた一七帖である（後掲 表１参照） 。その冒頭には、吉田・野村の共稿で「宴曲十七帖校訂訓註例」 「宴曲概考」を置き、宴曲研究の意義を以下のように記している（漢字は通行字体に改める。傍線筆者。以下同様） 。
宴曲は、朗詠及び今様の流を引いて、生れ出でたる鎌倉時代文学独
得の謡物にして、謡曲の前駆をなせるもの、その題材の広汎なる、その修辞の多様なる、正に我歌謡史上閑却すべからず資料たり。
( 宴曲十七帖校訂訓註例
)
国文学史 上に、一方 朗詠、今様と、一方なる「平家」 「曽我」と並び行はれ、はた田楽・猿楽の謡曲の将に起らむと る時代に当り、宴曲なる者 存在は、是重要なる研究課題なり。やがて鎌倉文芸の一英華たりとの品評は必ず も溢美に非ず。殊に宴曲の内容によりて窺ふべきは、内外文武 典故、儒仏道仙 教学、風俗事物の巨細、頗、見るべきもの多し。
（宴曲概考）
宴曲を「鎌倉文芸の一英華」と評し、歌謡・軍記物語と並び行われたも
の、さらには「謡曲の前駆」として文学史的に位置づけ、その研究の重要性を説いている。本書に対して新間進一は、 「始めてその全貌（引用者注：宴曲本文を指す）が、学問的な用意の下に捕えられるようになった」評価している
（４）
。
吉田・野村両氏は、大正六（一九一七）年一月に、再び早稲田大学出版
会から『宴曲全集』を公刊している。 『宴曲十七帖』から、わずか四年四ヶ月後のことである。新間は、 『宴曲全集』の研究史上の成果を五点にまとめ、 「本書において、宴曲研究の方法が、確立したと言っても 決して溢美の言ではない」と結んでいる。そ 一方で 本書の成立に関しては、以下 ように述べている
（５）
。
吉田東伍編とあるが、例言に、校訂者野村八良識とあって、 「宴曲十七帖」のコンビの継続で、実際の仕事は野村博士が担当されたもの
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野村・吉田の両氏は、 『宴曲十七帖』の公刊によって宴曲の存在を世に
知らしめ、 伝本に関する情報が寄せられることを期待していたと推測できる。小山本の出現は、その期待が無駄ではなかったことを示している
（
１５）
。
三、安田本の出現大正二年一一月、 『宴曲全集』刊行の契機となる宴曲の善本が出現した。
西本願寺旧蔵の安田本である。吉田文庫には、大正二年一一月二七日付の安田善之助から吉田東伍宛の書簡が 存する。その書簡には、京都の書肆から西本願寺旧蔵の「宴曲十七帖」の購入を勧められており、書肆 ら三冊を見本として送ってきたので、鑑定を依頼したい旨が記されている
（
１６）
。
吉田は、安田の書簡に添えられた三冊を実見し、安田 購入を勧めている。以下に示す吉田の談話がそれを裏付けている
（
１７）
。
斯う云ふ本は安田さんのやうな篤志家が珍重されるのは頗るよいことであるから私は安田氏に買っておくやうに勧めておいた。此くの如く宴曲本が諸所に出ると云ふ事は、慶賀すべき事であ 。
（ 『能楽画報』大正三年一月号）
安田が吉田の勧めに従って西本願寺本を購入した時期については、 東儀
鉄笛の「大正元年十二月」という発言のみ 知 れていた
（
１８）
。次に示す
吉田文庫の二つの資料によって、東儀の発言を裏付けることができ 。【資料１】神宮文庫本「宴曲集 巻三の影写 巻末の吉田東伍識語（私に句読点を付す。以下、同様）
此一冊錯簡脱簡二所あり。本願寺 に依補正すべし。類従本及び近刊の校定共に数所の錯乱あり。一に 願寺 因りて之をたゝすに足るのみ。
大正二年十二月二日
【資料２】吉田による安田本全冊の書写 冒頭の文章
安田本宴曲十七帖
此の十七帖はもと京都本願寺の所蔵なりしが、
ａ今回安田善之助氏の
（ママ）
架蔵に帰したるものにして、首尾整然たる善本なり。字体洵 明瞭にして墨譜も亦完全な が如し。たゞ旁訓 みは少きに過ぐるを憾とす。
ｂ此の総集を以て本文の基礎となし、彼の阿波本・神宮本・京
都本・内閣本・前田本・小山本を参酌対比せば、以て底本の完成を期待し得べし。今之が謄写をなして他日の用に供ふ。
一漢字は普通の字体を以て影写し、
ｃ異体の文字若しくは異本の
異同は之を鼇頭に註す。
（以下略）大正二年十二月
【資料１】は、吉田文庫に伝わる神宮本の影写本八冊のうち、 「宴曲
集」巻三巻末に吉田が記した識語である（以下、 「神宮文庫本」を「神宮本」と略称する。神宮本については、後述する） 。ここに記された「一二月二日」という日付 着目する。これは、一一月二七日付安田書簡からわずか五日後のことで、 安田の元から書簡とともに見本三冊が届いた直後でもある。傍線部の「本願寺本」とは、安田から送られてきた西本願寺旧蔵本を指しており、まだ安田の所蔵とはなっていないことがわかる。神宮本の「宴曲集」巻三と安田本とを比較した吉田は、神宮本に二箇所の誤りがあり、 「本願寺本」によって訂正すべきであ と述べて る。さらに 続群書類従本と刊本（ 『宴曲十七帖』大正元年刊）に数カ所の誤り あり、「本願寺本」によって訂正できる を記している。すなわちこの識語は、吉田が「本願寺 」 文の重要性を認識していたこ を示 る。
【資料２】は、安田本全冊を書写した吉田が、その冒頭に付した文章で
ある。最初に 安田本宴曲十七帖」と記し、その後に安田 の意義を説ている。末尾には、 「大正二年十二 とだけあっ 、日付はない 傍線部ａには「今回安田善之助氏の架蔵に帰したるも 」 あり、この文章を記した時点で、既に安田の所蔵となっているこ がわかる。具体的な日付は不明であるものの、 【資料２】によ 大正二年一二月には安田が西願寺本を購入していたことが裏付けられる。
次に【資料２】の傍線部ｂに着目する。ｂでは、安田本を基礎として
他の伝本と対校すること 信頼 足る宴曲 文（底 ）が提供できると述べている。ここに「小山本」とあるの 前節で言及した小山作之助所蔵の「宴曲集」巻四である。吉田は、この時点で安田 を とする新たな宴曲校訂本文の作成を思い立っていたと考えてよい。
吉田は【資料２】に続けて、 「撰要目録」および「宴曲集」から「玉林
苑」に至る一六一曲を原稿用紙にペン書きで書写し、七冊に分けて綴じ
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（注１）
集上＋○吉田文庫の欄の「影写」は、菓・
吉田文庫に影写本が存するこ
拾下＋＋○とを示す。菓＋○同、 「ネガ」は、吉田文庫にガ
名拾抄＋
ラスネガが存することを示
曲
す。
集紙加
○（注２）
別追
内閣本は、 「秋」 「心」をはじ
撰苑上
○めとする九曲の抜書本であ
林・
る。このため、当該曲を有す
玉下
○る撰集の欄に＋で示した。
田庫写写写ガ 吉文影影影ネ
開かれた「能楽源流表彰会」の前後に撮影されたものだという。吉田文庫の前田本ガラスネガは三五枚に上り、前田本の全冊に相当する
（１２）
。
このうち、京都本・内閣本・阿波本の影写本は、野村八良も所蔵してい
た（以下、野村八良所蔵本を「野村写本」と称する。他の伝本と区別するために「」を付けて示す） 。巻末に貼り付けられた野村のメモによって、吉田が作成した影写 を野村が借り受けて書写したことがわかる。 現在の所蔵および、 「野村 」書写年次 以下に記す。
〈 「野村写本」書写年次〉〈現在の所蔵〉
阿波本明治四五年三月国文学研究資料館
（１３）
京都本明治四五年四月実践女子大学図書館常磐松文庫内閣本明治四五年六月国文学研究資料館
（１４）
宴曲本文校訂のための資料が不十分な状況のもと、 入手可能な伝本の影
写本を吉田・野村それぞれが作成し、 手元に置い 校訂作業を行っていたことがわかる（ 「野村写本」については後述） 。
『宴曲十七帖』の刊行から二ヶ月後の大正元年十一月、野村八良は、
「国書刊行会会報」第三期第八号に「宴曲集巻第四の異本」として以下の文章を載せている。
此度宴曲十七帖を出版したるにつきて、底本とせる続群書類従本には不完全の所少からず。善本の不足を遺憾としたるに、図らずも小山作之助氏より、同氏所蔵の宴曲集巻第四の異本に拠りて、本会本との異同調査表を寄せらるゝに会す。依りて同氏所蔵本を一覧するに、譜博士傍訓ともに之れ無き素本なれど、字体洵に明瞭にし以て誤脱を補正すべき證に供すべし もと下冷泉持為の染筆に拠れる影抄なる事奥書に見ゆ。今同氏の調査表中特に重要なる部分を掲げて、会員諸君 参考に供し、併 て同氏 深厚な 謝意を表す。
（十一月十四日野村八良記す）
傍線部からは、野村の『宴曲十七帖』本文に対する不満と、善本を希求
する姿勢を読み取ることができる。 「国書刊行会会報」では、右の文章に続けて、 「宴曲集」巻四の「小山本との主要な異同を記した表」を掲載している。
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野村・吉田の両氏は、 『宴曲十七帖』の公刊によって宴曲の存在を世に
知らしめ、 伝本に関する情報が寄せられることを期待していたと推測できる。小山本の出現は、その期待が無駄ではなかったことを示している
（
１５）
。
三、安田本の出現大正二年一一月、 『宴曲全集』刊行の契機となる宴曲の善本が出現した。
西本願寺旧蔵の安田本である。吉田文庫には、大正二年一一月二七日付の安田善之助から吉田東伍宛の書簡が 存する。その書簡には、京都の書肆から西本願寺旧蔵の「宴曲十七帖」の購入を勧められており、書肆 ら三冊を見本として送ってきたので、鑑定を依頼したい旨が記されている
（
１６）
。
吉田は、安田の書簡に添えられた三冊を実見し、安田 購入を勧めている。以下に示す吉田の談話がそれを裏付けている
（
１７）
。
斯う云ふ本は安田さんのやうな篤志家が珍重されるのは頗るよいことであるから私は安田氏に買っておくやうに勧めておいた。此くの如く宴曲本が諸所に出ると云ふ事は、慶賀すべき事であ 。
（ 『能楽画報』大正三年一月号）
安田が吉田の勧めに従って西本願寺本を購入した時期については、 東儀
鉄笛の「大正元年十二月」という発言のみ 知 れていた
（
１８）
。次に示す
吉田文庫の二つの資料によって、東儀の発言を裏付けることができ 。【資料１】神宮文庫本「宴曲集 巻三の影写 巻末の吉田東伍識語（私に句読点を付す。以下、同様）
此一冊錯簡脱簡二所あり。本願寺 に依補正すべし。類従本及び近刊の校定共に数所の錯乱あり。一に 願寺 因りて之をたゝすに足るのみ。
大正二年十二月二日
【資料２】吉田による安田本全冊の書写 冒頭の文章
安田本宴曲十七帖
此の十七帖はもと京都本願寺の所蔵なりしが、
ａ今回安田善之助氏の
（ママ）
架蔵に帰したるものにして、首尾整然たる善本なり。字体洵 明瞭にして墨譜も亦完全な が如し。たゞ旁訓 みは少きに過ぐるを憾とす。
ｂ此の総集を以て本文の基礎となし、彼の阿波本・神宮本・京
都本・内閣本・前田本・小山本を参酌対比せば、以て底本の完成を期待し得べし。今之が謄写をなして他日の用に供ふ。
一漢字は普通の字体を以て影写し、
ｃ異体の文字若しくは異本の
異同は之を鼇頭に註す。
（以下略）大正二年十二月
【資料１】は、吉田文庫に伝わる神宮本の影写本八冊のうち、 「宴曲
集」巻三巻末に吉田が記した識語である（以下、 「神宮文庫本」を「神宮本」と略称する。神宮本については、後述する） 。ここに記された「一二月二日」という日付 着目する。これは、一一月二七日付安田書簡からわずか五日後のことで、 安田の元から書簡とともに見本三冊が届いた直後でもある。傍線部の「本願寺本」とは、安田から送られてきた西本願寺旧蔵本を指しており、まだ安田の所蔵とはなっていないことがわかる。神宮本の「宴曲集」巻三と安田本とを比較した吉田は、神宮本に二箇所の誤りがあり、 「本願寺本」によって訂正すべきであ と述べて る。さらに 続群書類従本と刊本（ 『宴曲十七帖』大正元年刊）に数カ所の誤り あり、「本願寺本」によって訂正できる を記している。すなわちこの識語は、吉田が「本願寺 」 文の重要性を認識していたこ を示 る。
【資料２】は、安田本全冊を書写した吉田が、その冒頭に付した文章で
ある。最初に 安田本宴曲十七帖」と記し、その後に安田 の意義を説ている。末尾には、 「大正二年十二 とだけあっ 、日付はない 傍線部ａには「今回安田善之助氏の架蔵に帰したるも 」 あり、この文章を記した時点で、既に安田の所蔵となっているこ がわかる。具体的な日付は不明であるものの、 【資料２】によ 大正二年一二月には安田が西願寺本を購入していたことが裏付けられる。
次に【資料２】の傍線部ｂに着目する。ｂでは、安田本を基礎として
他の伝本と対校すること 信頼 足る宴曲 文（底 ）が提供できると述べている。ここに「小山本」とあるの 前節で言及した小山作之助所蔵の「宴曲集」巻四である。吉田は、この時点で安田 を とする新たな宴曲校訂本文の作成を思い立っていたと考えてよい。
吉田は【資料２】に続けて、 「撰要目録」および「宴曲集」から「
玉林
苑」に至る一六一曲を原稿用紙にペン書きで書写し、七冊に分けて綴じ
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三冊（おそらく巻一から三であろう）との主要な異同を、神宮本の影写本に書き入れている（ 【資料１】参照） 。野村メモの傍線部にあるとおり、阿波本は「宴曲集」を欠くため、 「本願寺本」 対校はできない。そこで吉田は、既に手元にあった神宮本と対校したのであろう。
神宮本上欄外の書き入れおよび巻末の識語によって吉田の校訂作業の
軌跡が窺える。以下に一覧表として示す。具体的な年月日が示されている場合には、ゴシック体とする（以下、同様） 。【資料３神宮本への書き入れ・識語】〈撰集名〉〈吉田の識語等〉宴曲集巻一本文第一丁上欄外に「本願寺本対校」の墨書
本文第一丁上欄外に「明倫館本対校」の朱書安田本（本願寺本）の本文を墨書で、明倫館本の墨譜等を朱書で本文左に書き入れている。 以下、 巻五まで同様。
宴曲集巻二巻末に吉田の識語朱書宴曲集巻三巻末に「
大正二年十二月二日
」の吉田の識語。墨書（前
掲【資料１】 ）
宴曲集巻五巻末に明倫館本と続群書類従本・神宮本 文に関する識
語朱書
宴曲抄上巻末に吉田の識語朱書宴曲抄中巻末に吉田の識語朱書宴曲抄下巻末に吉田の識語朱書本願寺本（安田本）の書き入れは、 一から巻五に及ぶ。また、明倫館
本に関する書き入れおよび識語は朱書とし、 墨書と朱書を使い分けていることに特徴がある。識語の詳細は省略した
（２５）
が、識語では神宮本と明倫
館本さら は続群 類従本の本文の関係性を述べている。
次に、吉田が対校本として用いている明倫館本について検討する。明倫
館本は、大正元年の『宴曲十七帖』では対校本として用いられておらず、吉田文庫には明倫館本の影写本は伝わっていない。 吉田が つ明倫館本の存在を知り、その本文をどのようにして手に入れたのかは不明であ しかし、 伝わる吉田 二枚のメモ（図６―１・６―２参照）に、
手がかりがあった（ミセケチおよび鉛筆による訂正は図に譲り、必要な箇所を以下に引用する。割り注は〈〉で示す） 。【メモ一枚目】
尚最近に至りて、覧るを得し物三部あり。即ち左の如し。安田善之助氏所蔵本は、元京都西本願寺に蔵せしものなり。 （中
略）善本として信憑すべし。故に之を取て以て本書の底本となせり。
山口県立図書館所蔵、元明倫館本は曾て佐々博士の閲覧せられし
（以下破損）
【メモ二枚目】
巻一は撰要目録及び郢曲抜粋〈内閣本宴曲抜萃に同じ〉巻二は宴
曲集一二、巻三は同三四、巻四は同五、巻五は宴曲抄上、巻六は同中下、巻七は真曲抄究百集、 八 拾菓集上下、巻九は拾菓抄究百集、
（マ）
巻十は玉林苑上下〈上 紅葉興 永福寺下の二曲のみ〉 （中略）
帝国図書館所蔵『外物』一本は、明治四十四年同館に購入せられ
たる物なるが、最近に接したる宴曲の別本なり。 （略）とまれ、希覯の珍籍なれば、本書には之を加へて世に頒つ事とせり。
二枚のメモの縦の長さは同一で紙質も同じであり、 一続きのものであっ
たと考えられる。さらに傍線部の「本書」は『宴曲全集』を指しており、このメモは『宴曲全集』に関わる原稿の下 きであった可能性が高い。「帝国図書館所蔵『外物 」は、 『宴曲全集』 初めて紹介されているからである。メモは一枚目の途中で破損し、吉田が明倫館本の存在を知った経緯について記したと覚しい部分が欠けている。しかし、 「最近に至りて覧るを得し物三部」として「安田本」 「外物」とともに「明倫館本」を挙げていることから、吉田が「明倫館 を知ったのは大正 年の一二月以降であったと推測す ま 、メモ二枚目には明倫館本全冊の内容を記しており、吉田が の時点で明倫館本の全容を把握していたこ がわかる
（２６）
。
次に、吉田文庫の内閣本『宴曲抜萃』巻頭に吉田が明倫館本について記
したメモを示す。
萩明倫館本は、今中学校の所管にて全十冊〈外に郢曲と題して永享の綾小路のものを混交す〉 。其一冊は撰要目録と口阿の抄本撰要抜粋を全装せるものなり。
大正三年一月廿五日
楽浪
-44-
いる（図５参照） 。以下に、その内訳を記す。
第一冊前書き（ 【資料２】 ）／撰要目録第二冊宴曲集巻一から宴曲集巻三第三冊宴曲集巻四・宴曲集巻五第四冊宴曲抄上・中・下第五冊真曲抄・究百集第六冊拾菓集上・下／拾菓抄第七冊別紙追加 ／玉林苑上・下
【資料２】では、安田本について「墨譜も亦完全なる如し」と記してい
る。しかし、 「吉田写本」では墨譜を省略し、本文とフリガナのみを記している（以下、吉田による安田本書写本 「吉田写 」 称する） 。さらに吉田は、傍線部ｃにあるとおり、本文の問題の箇所について上欄外に注記している。具体例として、 「玉林苑」下「琴曲」の一節を挙げる。
梧桐の霊木を伐調へ龍体の姿に像て則龍角の角を戴き龍舌の舌を含む
「吉田写本」では、傍線部「む」の右に「むの傍にミと注す」という傍
書を記している。 「含む」に対 て「含ミ」という異本注記があること示したものである。大正六年に公刊された『宴曲全集』の当該箇所は、「含む」であり、 「吉田写本」の注記を反映していると考えられ
ミ（本ノマヽ）
る。以下に、理由を説明する。
安田本は、大正一二年（一九二三）の関東大震災で焼失し、現存しな
（１９）
。しかし、安田 の影写本として、以下の三本が伝わっている。①岡不朋書写本（横道萬里雄蔵）
日本画家の岡不朋が、大正二年一二月二七日から大正五年三月二三日にかけて書写したことが奥書によって知られる。
②岡不朋書写本を、野村八良が書写した本（実践女子大学図書館常磐
松文庫蔵。書写年次未詳）
（２０）
③東京芸術大学蔵本（ 「撰要目録」 「宴曲集」 「宴曲抄」の九冊。書写年
次未詳）
③は「玉林苑」を欠くため、①②の当該箇所を確認したところ、いずれ
も「含み」であり、 「ミ」の傍書はなかった
（２１）
。すなわち、異本の本文
を注記しているの 、 「吉田写本」だけだということになる。さらにこの
例は、吉田が『宴曲全集』の本文校訂に関わったことの傍証にもなる。
従来、吉田東伍が安田本を書写した事実は未確認であった。しかし、宴
曲校訂本文作成のために、安田本全冊を書写したことが、吉田文庫の資料によって明らかになった
（
２２）
。
四、吉田東伍の本文校訂吉田は、安田本全冊を書写した後、改めて宴曲の本文校訂作業を進めて
いる。吉田文庫 伝わる阿波本をはじめとする、影写 への き入れによって作業の跡を具体的に辿 ことができる。 吉田文庫に現存する影写本は以下の五種である（前掲、表１参照） 。
京都本一冊内閣本一冊阿波本一一冊神宮本八冊林広継蔵「玉林苑」断簡一冊
（２３）
まず、神宮本への書き入れについて述べる。吉田文庫には、神宮本『宴
曲集』五冊と『宴曲抄』三冊の影写本が伝わっている
（２４）
。この影写本は、
『宴曲十七帖』刊行の大正元年九月から大正二年二月の間に作成されている。その理由を二点挙げる。第一に『宴曲十七帖』では、神宮 対校本として参照されていない。第二に、野村八良が自ら作成した神宮本影写本の末尾に「大正二年二月」の日付ととも 以下のように記し 。
此三帖は神宮本の影写本を吉田東伍氏の蔵せらるゝを、更に影写したるもの也。 （中略）阿波本の散
佚したる部分を、 此神宮本を以
て校勘の資に供するは深く喜ぶべし。
大正二年二月
野村生
野村は吉田が作成した神宮本影写本を借り受け、 写を完了した大
正二年二月に右のメモを記している。吉田が影写本を作成する期間に加えて、野村がそれを借り受けて書写を完了するまでにかか た期間を勘案すると、吉田は『宴曲十七帖』公刊直後には、神宮本の存在を知っていたと結論づけら る。
さらに吉田は、大正二年一一月末に安田から送られてきた「 願寺本」
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三冊（おそらく巻一から三であろう）との主要な異同を、神宮本の影写本に書き入れている（ 【資料１】参照） 。野村メモの傍線部にあるとおり、阿波本は「宴曲集」を欠くため、 「本願寺本」 対校はできない。そこで吉田は、既に手元にあった神宮本と対校したのであろう。
神宮本上欄外の書き入れおよび巻末の識語によって吉田の校訂作業の
軌跡が窺える。以下に一覧表として示す。具体的な年月日が示されている場合には、ゴシック体とする（以下、同様） 。【資料３神宮本への書き入れ・識語】〈撰集名〉〈吉田の識語等〉宴曲集巻一本文第一丁上欄外に「本願寺本対校」の墨書
本文第一丁上欄外に「明倫館本対校」の朱書安田本（本願寺本）の本文を墨書で、明倫館本の墨譜等を朱書で本文左に書き入れている。 以下、 巻五まで同様。
宴曲集巻二巻末に吉田の識語朱書宴曲集巻三巻末に「
大正二年十二月二日
」の吉田の識語。墨書（前
掲【資料１】 ）
宴曲集巻五巻末に明倫館本と続群書類従本・神宮本 文に関する識
語朱書
宴曲抄上巻末に吉田の識語朱書宴曲抄中巻末に吉田の識語朱書宴曲抄下巻末に吉田の識語朱書本願寺本（安田本）の書き入れは、 一から巻五に及ぶ。また、明倫館
本に関する書き入れおよび識語は朱書とし、 墨書と朱書を使い分けていることに特徴がある。識語の詳細は省略した
（２５）
が、識語では神宮本と明倫
館本さら は続群 類従本の本文の関係性を述べている。
次に、吉田が対校本として用いている明倫館本について検討する。明倫
館本は、大正元年の『宴曲十七帖』では対校本として用いられておらず、吉田文庫には明倫館本の影写本は伝わっていない。 吉田が つ明倫館本の存在を知り、その本文をどのようにして手に入れたのかは不明であ しかし、 伝わる吉田 二枚のメモ（図６―１・６―２参照）に、
手がかりがあった（ミセケチおよび鉛筆による訂正は図に譲り、必要な箇所を以下に引用する。割り注は〈〉で示す） 。【メモ一枚目】
尚最近に至りて、覧るを得し物三部あり。即ち左の如し。安田善之助氏所蔵本は、元京都西本願寺に蔵せしものなり。 （中
略）善本として信憑すべし。故に之を取て以て本書の底本となせり。
山口県立図書館所蔵、元明倫館本は曾て佐々博士の閲覧せられし
（以下破損）
【メモ二枚目】
巻一は撰要目録及び郢曲抜粋〈内閣本宴曲抜萃に同じ〉巻二は宴
曲集一二、巻三は同三四、巻四は同五、巻五は宴曲抄上、巻六は同中下、巻七は真曲抄究百集、 八 拾菓集上下、巻九は拾菓抄究百集、
（マ）
巻十は玉林苑上下〈上 紅葉興 永福寺下の二曲のみ〉 （中略）
帝国図書館所蔵『外物』一本は、明治四十四年同館に購入せられ
たる物なるが、最近に接したる宴曲の別本なり。 （略）とまれ、希覯の珍籍なれば、本書には之を加へて世に頒つ事とせり。
二枚のメモの縦の長さは同一で紙質も同じであり、 一続きのものであっ
たと考えられる。さらに傍線部の「本書」は『宴曲全集』を指しており、このメモは『宴曲全集』に関わる原稿の下 きであった可能性が高い。「帝国図書館所蔵『外物 」は、 『宴曲全集』 初めて紹介されているからである。メモは一枚目の途中で破損し、吉田が明倫館本の存在を知った経緯について記したと覚しい部分が欠けている。しかし、 「最近に至りて覧るを得し物三部」として「安田本」 「外物」とともに「明倫館本」を挙げていることから、吉田が「明倫館 を知ったのは大正 年の一二月以降であったと推測す ま 、メモ二枚目には明倫館本全冊の内容を記しており、吉田が の時点で明倫館本の全容を把握していたこ がわかる
（２６）
。
次に、吉田文庫の内閣本『宴曲抜萃』巻頭に吉田が明倫館本について記
したメモを示す。
萩明倫館本は、今中学校の所管にて全十冊〈外に郢曲と題して永享の綾小路のものを混交す〉 。其一冊は撰要目録と口阿の抄本撰要抜粋を全装せるものなり。
大正三年一月廿五日
楽浪
-44-
岡田　三津子吉田東伍の宴曲本文校訂
−44−
た。しかし、吉田文庫の資料から、吉田東伍が安田本全冊の書写だけでなく、新出伝本との校訂作業も担っていたことが明らかになった。
そこで本節では、 『宴曲全集』校訂者としての野村について、改めて考
察する。 野村が宴曲伝本の影写本を吉田から借り受けて書写していたことは、第二節および前節で述べた。
「野村写本」は、野村の死後所在不明となっていた。一九九六年、落合
博志は実践女子大学図書館常磐松文庫が「野村写本」のうち、京都本と安田本とを所蔵していることを報告 た
（
２９）
。また、二〇一七年六月には、
新たに四種の「野村写本」が国文学研究資料館の所蔵となった。以下に、野村が書写したことが判明している宴曲伝本を、書写年次の順に示す（国文学研究資料館の所蔵 なったものには、伝本に＊印を付けて示す） 。〈伝本〉〈書写年次〉〈現在の所蔵〉〈親本〉＊阿波本明治四五年三月国文学研究資料館吉田所蔵影写本京都本明治四五年四月実践女子大学図書館吉田所蔵影写本
＊内閣本明治四五年六月国文学研究資料館吉田所蔵影写本＊小山本大正元年一一月国文学研究資料小山本を直接借り受
一一日
けた
＊神宮本大正二年二月国文学研究資料館吉田所蔵影写本
安田本書写年次未詳実践女子大学図書館岡不朋影写本この一覧によって、 『宴曲十七帖』公刊後も、野村が主要な伝本の写し
を自ら作成し、手元に置いていたことがわかる。なかでも、安田本の影写本を作成していた点が重要である。野村による安田本の影写本 岡不朋写本からの転写本であり、 野村が書写した理由および時期は不明であるとされてきた
（３０）
。
この点について考察するために、大正元年九月の『宴曲十七帖』から、
大正六年一月の『宴曲全集』公刊に至るまでの吉田・野村の動きを、時系列で整理する。
大正元年九月三〇日『宴曲十七帖』刊行大正元年一〇月野村八良「国書刊行会会報」第三期第七号に
正誤表を掲載。 「校訂者野村八良氏より寄せら
れたる正誤表を左に掲ぐ」 、として『宴曲十七帖』の正誤表を載せる。
大正元年一一月一一日野村八良、小山本を書写大正元年一一月一四日「国書刊行会会報」第三期第八号「宴曲集巻
第四の異本」として小山本 紹介
大正二年一月
吉田東伍、宴曲墨譜の研究会を始める
大正二年二月以前吉田東伍、神宮本の影写本を作成大正二年二月
野村八良、神宮本〈吉田が作成した影写本〉の書写本作成
大正二年六月
吉田東伍、宴曲の披露会開催（ 「秋」 「郢律講惣礼」 「熊野参詣」等）
大正二年一一月二七日安田善之助から吉田東伍宛の文
西本願寺旧蔵本（後の安田本）の購入に関する相談
大正二年一二月二日吉田東伍、神宮本影写本（ 「宴曲集」第三）に
識語を記す（ 【資料１】 ）
大正二年一 月安田善之助、西本願寺旧蔵本を購入大正二年一二月吉田東伍、安田本（西本願寺旧蔵本）の全冊
書写について言及（ 【資料２】 ）
大正二年一 月二七日岡不朋、安田本の影写を開始（巻末識語）
（野村八良、岡不朋影写本の書写を開始か）
（大正三年一月）
（吉田東伍、この頃、明倫館 存在 知ったか）
大正三年一月二五日吉田東伍、内閣本『宴曲抜萃』巻頭に識語を
記す
大正三年一月二八日吉田東伍、阿波本『拾菓集』下の巻末に識語
を記す
大正三年一一月吉田東伍、阿波本『真曲抄』に識語を記す大正五年三月二三日岡不朋、安田本の影写を完了
（野村八良、岡不朋影写本の書写を完了か）
大正五年十月
吉田東伍、 『拾菓集』上を丸岡本によって追校
大正六年一月
『宴曲全集』公刊
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ここに記された「大正三年一月廿五日」という日付は、明倫館本に関す
る吉田の記述のなかで最も早いものであり、右の推測とも矛盾しない。おそらく吉田は、 大正二年末から大正三年一月にかけて明倫館本の存在を知り、全冊を借り受けて手元にある影写本と対校したのであろう。次に示す阿波本への吉田の書き入れが、それを物語っている。【資料４ 書き入れ・識語】
撰集名吉田の識語等宴曲抄上本文上欄外「善光寺修行」以下の曲について「明倫館本」
と対校朱書
究百集巻末に吉田の識語朱書
明倫館本・続群書類従本との関係に言及
真曲集巻末に
「大正三年十一月」
の吉田の識語朱書
拾菓集上本文第一丁上欄外に「傍訓依明倫館本註之
大正三年一月
」
の墨書本文第一丁の上欄外に「丸岡本追校
大正五年十月
」の
朱書（図７参照）
拾菓集下巻末に以下の吉田の識語を載せる。
明倫館本に対校して悉く其傍訓を補填す
大正三年甲寅一月二十八日
楽浪生
夜さむに霜やけの耳を左手に覆ひつゝ校正畢
拾菓抄巻末に吉田の識語朱書「明倫館本同系」 。
本文上欄外に墨書で、 「本願寺本」本文を書き入れ
別紙追加曲本文上欄外に朱書（明倫館本）と墨書（本願寺 ）の本文
書き入れ
玉林苑上本文第一丁上欄外に以下の き入れを記す朱書
明倫館本同之十篇中欠八続類従塙氏本と全く異系の書体なり
玉林苑下巻末に吉田の識語。明倫館本・阿波本との関係に言及朱書吉田は、大正三年一月から同年の一一月にかけて、明倫館本との異同を
阿波本に書き入れ、巻末の識語で伝本相互の関係について考察している。
「拾菓集」下巻末の「夜さむに霜やけの耳を左手に覆ひつゝ校正畢」という記述からは、明倫館本との対校作業に集中する吉田の姿勢が窺える。
神宮本と阿波本とを対校本に用いることで、 「宴曲集」巻一から「玉林
苑」下に至る一六冊一六一曲の明倫館本の対校作業が完了することになる。さらに吉田は、大正五年一〇月には新たな伝本として「丸岡本」の存在を知り、 「拾菓集」上および「玉林苑」上との主要な異同を記してい
（２７）
。
吉田文庫には、吉田が作成した伝本一覧表が伝わっている（図８参照） 。
「今、以上の諸本中、重要なる物につきて、各巻 存否を表示 れば左如し」として、撰集名、伝本名、所在の有無を示している。表１と比較すれば、わずかの間に有用な伝本を蒐 したことがわかる。さら こ 一覧表は、安田本全冊を書写した後も 吉田が新たな伝 の蒐集に努めていたことを示すものでもある
（
２８）
。
五、 『宴曲全集』の公刊大正六年（一九一七）一月、 東伍編『宴曲全集』が早稲田大学出版
会から公刊された。巻頭には「宴曲十八帖校訂例言」を載せ、 『宴曲十七帖』 『宴曲全集』公刊の経緯を以下のように記 ている。
大正元年九月を以て、国書刊行会より宴曲十七帖を広布に至れり。（中略）されど、此等の諸本に存せざる部分は対校すべき資料無く、為に未勘のまゝに終れるもの、錯誤を免れざりしもの亦少からず。（中略）斯くては中古芸術の真面目も発揚せず、悪本世を謬るを恐るゝ情切なり。爾来、善本の探求に努め又墨譜の研究を試みしに、幸なるかな東儀君及び雅楽諸家の同感協力あり。且、神宮文庫本、安田氏の本願寺本、山口図書館の明倫館本 丸岡氏の永正奥書本等を対校するを得て、大に増益発明する所あるに至れ （中略）
校訂者野村八良識
『宴曲十七帖』は、底本が本文上の問題を抱えていることを認識した上で公刊された。右の文章からは、新たな伝本（善本）の出現によって信頼できる校訂本文を『宴曲全集』として提供できた喜びが読み取れる。この例言を「校訂者」として記しているのが野村八良であることから、
『宴曲全集』 の実際の仕事を担当したのは野村であると理解されてい
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た。しかし、吉田文庫の資料から、吉田東伍が安田本全冊の書写だけでなく、新出伝本との校訂作業も担っていたことが明らかになった。
そこで本節では、 『宴曲全集』校訂者としての野村について、改めて考
察する。 野村が宴曲伝本の影写本を吉田から借り受けて書写していたことは、第二節および前節で述べた。
「野村写本」は、野村の死後所在不明となっていた。一九九六年、落合
博志は実践女子大学図書館常磐松文庫が「野村写本」のうち、京都本と安田本とを所蔵していることを報告 た
（
２９）
。また、二〇一七年六月には、
新たに四種の「野村写本」が国文学研究資料館の所蔵となった。以下に、野村が書写したことが判明している宴曲伝本を、書写年次の順に示す（国文学研究資料館の所蔵 なったものには、伝本に＊印を付けて示す） 。〈伝本〉〈書写年次〉〈現在の所蔵〉〈親本〉＊阿波本明治四五年三月国文学研究資料館吉田所蔵影写本京都本明治四五年四月実践女子大学図書館吉田所蔵影写本
＊内閣本明治四五年六月国文学研究資料館吉田所蔵影写本＊小山本大正元年一一月国文学研究資料小山本を直接借り受
一一日
けた
＊神宮本大正二年二月国文学研究資料館吉田所蔵影写本
安田本書写年次未詳実践女子大学図書館岡不朋影写本この一覧によって、 『宴曲十七帖』公刊後も、野村が主要な伝本の写し
を自ら作成し、手元に置いていたことがわかる。なかでも、安田本の影写本を作成していた点が重要である。野村による安田本の影写本 岡不朋写本からの転写本であり、 野村が書写した理由および時期は不明であるとされてきた
（３０）
。
この点について考察するために、大正元年九月の『宴曲十七帖』から、
大正六年一月の『宴曲全集』公刊に至るまでの吉田・野村の動きを、時系列で整理する。
大正元年九月三〇日『宴曲十七帖』刊行大正元年一〇月野村八良「国書刊行会会報」第三期第七号に
正誤表を掲載。 「校訂者野村八良氏より寄せら
れたる正誤表を左に掲ぐ」 、として『宴曲十七帖』の正誤表を載せる。
大正元年一一月一一日野村八良、小山本を書写大正元年一一月一四日「国書刊行会会報」第三期第八号「宴曲集巻
第四の異本」として小山本 紹介
大正二年一月
吉田東伍、宴曲墨譜の研究会を始める
大正二年二月以前吉田東伍、神宮本の影写本を作成大正二年二月
野村八良、神宮本〈吉田が作成した影写本〉の書写本作成
大正二年六月
吉田東伍、宴曲の披露会開催（ 「秋」 「郢律講惣礼」 「熊野参詣」等）
大正二年一一月二七日安田善之助から吉田東伍宛の文
西本願寺旧蔵本（後の安田本）の購入に関する相談
大正二年一二月二日吉田東伍、神宮本影写本（ 「宴曲集」第三）に
識語を記す（ 【資料１】 ）
大正二年一 月安田善之助、西本願寺旧蔵本を購入大正二年一二月吉田東伍、安田本（西本願寺旧蔵本）の全冊
書写について言及（ 【資料２】 ）
大正二年一 月二七日岡不朋、安田本の影写を開始（巻末識語）
（野村八良、岡不朋影写本の書写を開始か）
（大正三年一月）
（吉田東伍、この頃、明倫館 存在 知ったか）
大正三年一月二五日吉田東伍、内閣本『宴曲抜萃』巻頭に識語を
記す
大正三年一月二八日吉田東伍、阿波本『拾菓集』下の巻末に識語
を記す
大正三年一一月吉田東伍、阿波本『真曲抄』に識語を記す大正五年三月二三日岡不朋、安田本の影写を完了
（野村八良、岡不朋影写本の書写を完了か）
大正五年十月
吉田東伍、 『拾菓集』上を丸岡本によって追校
大正六年一月
『宴曲全集』公刊
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の写しである「野村写本」が伝わるだけである。
（１１・ （１２）注（３）―②神田論考参照。（１３） ４ この二種の「野村本」は、所在不明であったが、二〇一
七年に国文学研究資料館の所蔵となっている。
（１５）野村は、これに先立つ一一月一一日には小山本を借り受け、影写
本作成を完了している。小山本は、現在、国文学研究資料館が所蔵している。
（１６）注（３）―②神田論考参照。（１７）この談話を最初に紹介したのは、 ①落合 である。（１８）東儀鉄笛「宴曲と雅楽の郢曲との比較」 （ 『宴曲全集』附録、初出
は大正３年） 。
（１９）吉田文庫には、安田本「宴曲集」巻一 「春 「秋」半葉のガラ
スネガが伝わっている。図版１・図版２として後掲する。
（２０）注（３）―①落合論考において、従来兄弟関係にあると考えられ
ていた岡不朋写本と野村八良写 とが親子関係にあ ことを検証している。
（２１）横道萬里雄蔵本の現在の所在は不明であるため 外村南都子蔵
写真版で確認した。
（２２）ここで問題になるのは、吉田が安田本全冊の書写を終えたのはい
つか、という点である。 【資料２】の日付「大正二年十二月」が、書写を始めた日なのか、書写を終えた日にあたるのか判断できないからである。
（２３）吉田文庫には、 「林広継断簡」 影写本の外 、ガラスネガが伝
わっている。図３・図４として後掲する。また、こ 断簡は所在不明であったが、二〇一八年度中世文学会春季大会（於：東京大学）の資料展観において、 「個人蔵」として紹介され 。
（２４）神宮本は、現在も神宮文庫が所蔵している。 「宴曲集」五冊 近
世の写本、 「宴曲抄」三冊は室町期の譜本である。
（２５）注（３）―②神田論考に識語の全文を載せ（２６）明倫館本は、現在、山口県立山口図書館が所蔵してい 。吉田は、
明倫館本を上賀茂神社三手文庫から移され もの 捉えていた。しかし、実際には、明倫館本は三手文庫本の忠実な写
（２７）丸岡本の現在の所在は不明である。 『宴曲十七帖』には「拾菓
集」下および「玉林苑」上末尾の丸岡本識語を載せている。
（２８）一覧表の右端に「 ［附記］ノ後、宴曲作成ノ年代ノ前」 、左端には
「宴曲作成ノ年代ニツヾク」と朱で記している。吉田は、この伝本一覧表も『宴曲全集』に載せる意図があったと考えられる。
（２９） ・ （３０）注（３）―①落合論考参照。（３１）注（３）―①落合論考において、外村南都子の言として紹介して
いる。
【追記吉田文庫蔵ガラスネガについて】
吉田文庫が所蔵するガラスネガのうち、 宴曲関連資料については神田裕
子が一覧表を作成している（注（３）―②神田論考参照） 。しかし、破損の畏れがあるため、現物の調査は叶わなかった。
ガラスネガの画像データは早稲田大学演劇博物館が所蔵しており、 同館
から本稿への掲載許可を得た。ネガ番号は、以下のとおりである。
図１
n0604 ―安田本「宴曲集一」春
図２
n0605 ―安田本「宴曲集一」秋
図３
n0606 ―林弘継蔵「玉林苑」上〈鹿山景〉断簡
図４
n0607 ―林弘継蔵「玉林苑」上〈同砌如法写経讃〉断簡
【謝辞】
本稿をなすにあたり、 貴重な資料の閲覧・紹介をご許可くださいました
吉田文庫および関係各位に心から御礼申し上げます。
早稲田大学演劇博物館からは、 同館所蔵ガラスネガデータの本稿への掲
載をご許可賜りました。また、竹本幹夫氏からは、長年に亘る吉田文庫調査の成果である写真データをご提供いただきました。
記して篤く御礼申し上げます。
【付記】
本稿は、科学研究助成金基盤研究（Ｃ） 「早歌詞章の文学史的位置付け
に関する総合的研究」 （課題番号
18K00338
研究代表者岡田三津子）に
基づく研究成果の一部である。
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野村は、 『宴曲十七帖』公刊の翌月に、正誤表を作成し「国書刊行会会
報」七号に載せている。また、小山本の出現についても同八号で報告している。これは、 『宴曲十七帖』公刊後も、野村が宴曲の本文校訂に強い関心を抱き続けていたことを示すものである。
一方、吉田は、西本願寺旧蔵本（安田本） 存在を知った大正二年一二
月に、自ら安田本全冊の書写を目指している。安田が西本願寺旧蔵本を購入した直後に、 から全冊を借り受けたものであろう。ただし、 「吉田写本」は原稿用紙にペン書きで本文のみを書写したもので 墨譜は省略している。そこで吉田は、日本画家の岡不朋に影 本の作成を依頼したのではないだろうか。岡は「原本をそっくりに影写する特殊技能」の持主とて知られていた、という
（
３１）
。安田本の墨譜の重要性を認識していた吉田
が、岡不朋の「特殊技能」を見込んで岡に依頼したと考える が妥当 あろう。野村は、 吉田写本 （原稿用紙ペン書き）ではなく、岡不朋が作成した影写本を借り受けて、影写本 作成している。以上 経緯を勘案すると、野村の影写本（安田本）作成の目的 『宴曲十七帖』の場合と同様、本文校訂に用いる伝本を手元に置くためであったと考えてよい。 書写完了の時期は 岡不朋が書写を完了し 直後 あったろう。
改めて、 【資料２】 「吉田写本」の前書きの一部を以下に引用する。
此の総集（引用者注：安田本を指す）を以て本文の基礎となし、彼の阿波本・神宮本・京都本・内閣本・前田本・小山本を参酌対比せば、以て底本 完成を期待し得べし。
野村は、 「此の総集を以て本文の基礎となし」という吉田の提言を受け
て 安田本の書写本を作成し さらに他の伝本との校合を行ったのではないだろうか。吉田の場合とは異なり、 「野村 本」には書き入れがな ため、野村の校訂作業の実態は不明である。しかし、 『宴曲全集』上欄外に示された校訂注は、用字 相違も視野に入れた適切なものであり 校訂責任者としての野村の見識を表している。『宴曲全集』は、信頼に足る宴曲本文提供を目指した吉田・野村両氏協力の賜物 と言えよう。七、むすび
『宴曲全集』が底本とした安田本は、関東大震災で焼失し現存しない。
しかし、その影写本である岡不朋写本は、その後も『中世近世歌謡集』（日本古典文学大系、岩波書店、一九五九年）や『早歌全詞集』 （中世の文学、三弥井書店、二〇〇四年）などの底本として用いられている。室町期の宴曲譜 が次々と発見された後も 宴曲の本文校訂における安田本の価値は揺るがない。安田本の価値を見出し、安田 を底本とする校訂本文の作成を思い立った吉田の功績は大きい。
なお、吉田文庫には『宴曲十七帖』 （活字本）が二冊伝わっている。そ
のうち 一冊には、吉田による膨大な書き入れがなされている。 の大半は、安田本に基づく本文の訂正である。 の詳細な検討および書き入れ本作成の意図については、今後の課題としたい。注（１）外村久江『早歌の研究』 （至文堂、一九六一年） 。乾克己『宴曲の研
究』 （桜楓社、一九七四年） ・外村南都子『早歌の創造と展開』 （明治書院、一九八七年）など。
（２）岡田三津子編著『早歌の伝流と継承』資料編「早歌関係資料」 （三
弥井書店、二〇一七年） 。
（３）①落合博志「常磐松文庫蔵早歌譜本解題」 （ 『実践女子大学文芸資料
研究所年報』、一九九六年）
15
②神田裕子 「明治期における宴曲研究史―吉田文庫蔵宴曲資料をめぐって」 （ 『演劇映像』 〇六
47
（４） ・ （５）新間進一「撰要目録・宴曲集解説」 （日本古典 学大系『中
世近世歌謡集』岩波書店 五九
（６）注（３）―①落合論考でも、 「実際の校訂 野村八良が担当したよ
うである」と述べている。
（７）竹本幹夫 吉田文庫の世阿弥能楽論資料紹介」 （ 『文学』二〇〇三年
７・８月合併号）に吉田東伍の略伝および吉田文庫成立について簡明な説明がある。また、注（３）―②神田論考も この調査の成果に基づくものである。
（８） ・ （９）注 ３ ―②神 論考参照。（１０）阿波本は先の戦災で焼失し現存しない。吉田文庫の影写本と、そ
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の写しである「野村写本」が伝わるだけである。
（１１・ （１２）注（３）―②神田論考参照。（１３） ４ この二種の「野村本」は、所在不明であったが、二〇一
七年に国文学研究資料館の所蔵となっている。
（１５）野村は、これに先立つ一一月一一日には小山本を借り受け、影写
本作成を完了している。小山本は、現在、国文学研究資料館が所蔵している。
（１６）注（３）―②神田論考参照。（１７）この談話を最初に紹介したのは、 ①落合 である。（１８）東儀鉄笛「宴曲と雅楽の郢曲との比較」 （ 『宴曲全集』附録、初出
は大正３年） 。
（１９）吉田文庫には、安田本「宴曲集」巻一 「春 「秋」半葉のガラ
スネガが伝わっている。図版１・図版２として後掲する。
（２０）注（３）―①落合論考において、従来兄弟関係にあると考えられ
ていた岡不朋写本と野村八良写 とが親子関係にあ ことを検証している。
（２１）横道萬里雄蔵本の現在の所在は不明であるため 外村南都子蔵
写真版で確認した。
（２２）ここで問題になるのは、吉田が安田本全冊の書写を終えたのはい
つか、という点である。 【資料２】の日付「大正二年十二月」が、書写を始めた日なのか、書写を終えた日にあたるのか判断できないからである。
（２３）吉田文庫には、 「林広継断簡」 影写本の外 、ガラスネガが伝
わっている。図３・図４として後掲する。また、こ 断簡は所在不明であったが、二〇一八年度中世文学会春季大会（於：東京大学）の資料展観において、 「個人蔵」として紹介され 。
（２４）神宮本は、現在も神宮文庫が所蔵している。 「宴曲集」五冊 近
世の写本、 「宴曲抄」三冊は室町期の譜本である。
（２５）注（３）―②神田論考に識語の全文を載せ（２６）明倫館本は、現在、山口県立山口図書館が所蔵してい 。吉田は、
明倫館本を上賀茂神社三手文庫から移され もの 捉えていた。しかし、実際には、明倫館本は三手文庫本の忠実な写
（２７）丸岡本の現在の所在は不明である。 『宴曲十七帖』には「拾菓
集」下および「玉林苑」上末尾の丸岡本識語を載せている。
（２８）一覧表の右端に「 ［附記］ノ後、宴曲作成ノ年代ノ前」 、左端には
「宴曲作成ノ年代ニツヾク」と朱で記している。吉田は、この伝本一覧表も『宴曲全集』に載せる意図があったと考えられる。
（２９） ・ （３０）注（３）―①落合論考参照。（３１）注（３）―①落合論考において、外村南都子の言として紹介して
いる。
【追記吉田文庫蔵ガラスネガについて】
吉田文庫が所蔵するガラスネガのうち、 宴曲関連資料については神田裕
子が一覧表を作成している（注（３）―②神田論考参照） 。しかし、破損の畏れがあるため、現物の調査は叶わなかった。
ガラスネガの画像データは早稲田大学演劇博物館が所蔵しており、 同館
から本稿への掲載許可を得た。ネガ番号は、以下のとおりである。
図１
n0604 ―安田本「宴曲集一」春
図２
n0605 ―安田本「宴曲集一」秋
図３
n0606 ―林弘継蔵「玉林苑」上〈鹿山景〉断簡
図４
n0607 ―林弘継蔵「玉林苑」上〈同砌如法写経讃〉断簡
【謝辞】
本稿をなすにあたり、 貴重な資料の閲覧・紹介をご許可くださいました
吉田文庫および関係各位に心から御礼申し上げます。
早稲田大学演劇博物館からは、 同館所蔵ガラスネガデータの本稿への掲
載をご許可賜りました。また、竹本幹夫氏からは、長年に亘る吉田文庫調査の成果である写真データをご提供いただきました。
記して篤く御礼申し上げます。
【付記】
本稿は、科学研究助成金基盤研究（Ｃ） 「早歌詞章の文学史的位置付け
に関する総合的研究」 （課題番号
18K00338
研究代表者岡田三津子）に
基づく研究成果の一部である。
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図１ 「宴曲集」巻一〈春〉 図２ 「宴曲集」巻一〈秋〉 
図３ 林広継蔵「玉林苑」上〈鹿山景〉断簡 
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図４ 林広継蔵「玉林苑」上〈同砌如法写経讃〉断簡 
図５ 吉田東伍による安田本全冊の書写本 
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図６－１ 吉田東伍メモ１ 図６－２  吉田東伍メモ２ 
図７ 阿波本「拾菓集」上 本文第一丁表「丸岡氏本追校」 
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図８ 吉田東伍作成「宴曲全集 所収伝本一覧（仮称）」
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